
令和７年度事業計画書 

 

Ⅰ 基本方針  

我が国の高齢化社会の到来が言われて久しくなる中、本市の高齢者数は、

約 21,600人、高齢化率は 33％となり、急激な高齢化社会を迎えています。 

このような状況において、当センターは、高齢者の生きがいのある生活

を実現する役割を担い、地域での就業活動やボランティア活動を行うこと

で社会に貢献することが重要となっています。 

令和７年度においては、２０年間指定管理者として管理運営を行ってき

た健康増進センターが廃館となり、多くの会員の就業を確保する必要があ

ります。さらには、令和６年１１月より施行された「特定受託事業者に係る

取引の適正化等に関する法律」いわゆるフリーランス新法の令和８年４月の実施

に向け、発注事業者との取引の適正化、会員の就業環境の整備を図ることや、デ

ジタル化を推進し、業務の効率化と会員のデジタル機器の活用促進を図ることで、

当センターの業務の転換期を迎える重要な時期に対応してまいります。 

このため、令和７年度も事業の推進に向けた７つの重点目標を掲げ、会

員の拡大を図るとともに、社会の支え手として、健康で働きたいとする高

齢者のニーズに応え、高齢者の活動の中心となる地域社会の中で就業機会

を提供し、シルバー人材センターの理念である「自主」「自立」「共働」「共

助」のもと、高齢者の生きがいや社会参加をサポートする『地域に根ざし

た魅力あるシルバー人材センター』を目指してまいります。 

 

 

≪重点目標≫ 

１ 会員の拡大と資質の向上 

２ 就業機会の拡大 

３ 安全・適正就業の推進 

４ 地域社会への貢献 

５ 普及啓発活動の強化 

６ 運営基盤の強化 

７ 健康増進センターの利用促進  



 

 

 

Ⅱ 事業実施計画 

１ 会員の拡大と資質の向上 

シルバー事業を円滑かつ安定的に行うためには、就業会員の増強、特に

女性会員の加入強化が必要です。このため、地域貢献や「生きがいづくり」

に取り組むセンターの運営方針を周知するとともに、年度目標達成に向け

た会員確保の取組を促進し、研修等により会員の就業力向上に努めてまい

ります。 

（1） 会員の拡大 

ア 会員の声かけ運動による入会促進活動を展開 

イ 出張入会説明会及び女性向け入会説明会を開催 

ウ 広報紙を活用した活動内容の周知 

エ 会員拡大強化月間を設け、積極的な入会促進活動を展開 

オ 市や商工会等関係機関・団体との連携による会員の拡大 

カ 「りんどうの会」による入会促進活動を展開 

キ シルバーパネル展の開催 

（2） 会員の資質向上 

  ア 職群班における就業力を高める講習会等の開催 

イ 国等関係機関・団体主催の技能講習会等の情報提供 

ウ 植木等の技能職の後継者育成 

エ 会員の意識改革と接遇力を高める研修会の開催 

オ 発注者満足度調査と満足度を高める事業の実施 

カ ポイントカードの有効活用 

 

２ 就業機会の拡大 

  シルバー事業の自立を促進するためには、就業機会の更なる拡大が必要

不可欠です。このため、既存発注者の深耕に努めるとともに、地域社会にお

ける就業ニーズ等を的確に把握し、民間企業、家庭及び公共機関に対する就

業機会の掘り起こしに取り組む必要があります。 

就業機会の拡大では、新たな公共施設の業務の獲得など、新たな就業開拓

に取り組むとともに、適正就業を推進します。また、介護予防生活支援総合

事業（新総合事業）や福祉・家事援助サービス事業など要支援高齢者に対す

る事業を積極的に取り組むとともに、顧客のニーズに対応した事業なども引

き続き取り組みます。 



 

（1） 就業開拓の推進 

ア 役職員等により事業所を訪問し、新たな就業を開拓 

イ 公的機関からの受注を拡大するため市等への訪問活動を強化 

ウ 会員にあった仕事を探す就業体験の機会の設定 

エ 独自事業の拡大（会員の知識や技能を生かせる就業分野の開拓） 

オ 新たな公共機関からの業務を開拓  

（2） 就業機会の拡大 

ア 介護予防・日常生活支援総合事業の就業を拡大 

イ 福祉・家事援助サービス事業の拡大 

ウ シルバー派遣事業の拡大 

エ 市広報ポスティング業務の確立 

オ 新たな管理業務を拡大 

 

３ 安全・適正就業の推進 

「安全は、全てに優先する」を合言葉に事故ゼロを目指して、安全のしおり

を活用し、定期的に安全点検を行うとともに、危険予知訓練や安全就業研修、

安全管理委員会による就業先の巡回を実施します。 

また、会員及び発注者へ「適正就業ガイドライン」を周知し、請負･委任に

馴染まない業務については、シルバー派遣事業などへ移行し、適正就業の推

進に努めてまいります。 

（1） 事故防止の徹底 

ア 安全のしおりを活用し、定期的に安全点検を実施 

イ 事故情報を共有し、安全就業の周知、徹底 

ウ 安全管理委員会による安全就業パトロール（現場巡回）の実施 

エ 危険予知訓練の実施 

オ 再発防止に向けた安全管理委員会による事故の検証と安全指導 

（2） 安全就業講習会等の充実 

ア 交通安全講習会（自転車、自動車）の開催 

イ 地域班毎に安全就業研修の開催 

ウ 職群班毎に安全就業研修の開催 

エ 安全・適正就業強化月間における安全意識啓発活動の実施 

オ 安全就業を啓発するため安全標語を募集 

（3） 適正就業の推進 

  ア 適正就業ガイドラインの遵守 

イ ローテーション就業やワークシェアリング就業の推進 



ウ 偽装請負や混在就業がないように就業現場の実地確認を推進 

  エ 有料職業紹介事業の推進 

  オ フリーランス新法適用に向けた研修の実施 

（4） 健康管理体制の強化 

ア 会員の健康診断受診の推進 

イ 会員の健康管理を支援するため「フレイル予防教室」の開催 

 

４ 地域社会への貢献 

 シルバー人材センターの目的は、就業以外にも社会奉仕活動等を通じて高

齢者の生きがいの充実や社会参加の促進を図り、地域社会づくりへ貢献する

ことです。地域に根ざし市民から信頼されるセンターとなるため、社会奉仕

活動を積極的に推進し、地域社会への貢献に努めてまいります。 

ア 産業まつりや地域コミュニティまつり等へ参加促進 

  イ 北本駅西口の西中央通線歩道のボランティア清掃活動の実施 

  ウ 「ぴかぴか北本おまかせプログラム」への参加地域班の拡大 

  エ 広報「きたもと」等の配付業務の着実な遂行 

   

５ 普及啓発活動の強化 

 シルバー人材センターの認知度を高め、事業の意義を広く市民や関係機

関・団体、企業に知っていただくことは、会員拡大、就業機会の確保、拡大

に繋がるため、様々な機会を通じてＰＲ活動を展開し、普及啓発活動の強化

に努めてまいります。 

 ア 普及啓発促進月間(１０月)に、普及啓発パネル展を開催 

 イ パンフレット等を作成し、関係機関・企業へ配布 

 ウ 機関紙「シルバーきたもと」を発行し、会員、関係機関等へ配布 

 エ 健康増進センター事業を通じたＰＲ活動の推進 

 オ ホームページや市広報等の様々な媒体を活用し、ＰＲ活動を推進 

 カ フレイル予防講習会を開催しセンターの活動を発信 

 キ 市広報等に女性会員会の活動を掲載し、広く市民に周知 

  

６ 運営基盤の強化 

 シルバー人材センターが発展するためには、中長期的な財政見通しに基

づく自立的な運営基盤を強化する必要があります。このため理事会、部会

等の活性化を図り、会員自らが事業運営に積極的に参画できる体制を整備

し、組織運営の強化に努めてまいります。また、会員相互の連帯感の向上

を図るため、各種事業を実施します。 



事務局基盤の強化については、ＯＡ機器等を活用した業務処理の効率化

とＰＤＣＡサイクルによる定期的な業務の見直しを図り、自主財源の確保

に努めるとともに、職員のスキルアップを図り、事務局機能の強化に努め

てまいります。 

(1) 組織運営の強化 

ア 役員等の先進地視察研修の実施 

イ 連合等関係機関･団体主催の研修会等へ積極的に参加 

ウ 理事会、部会及び委員会へ女性会員参画率の向上 

エ 地域班班長と担当理事との連携協力を図り、地域班活動を強化 

オ 職群班班長と担当理事との連携協力を図り、職群班活動を強化 

カ 「女性会員のつどい」開催による女性会員の関係を強化 

キ 会員のデジタル機器推進のための講習会の実施 

   

(2) 事務局機能の強化 

ア 請負・委任、派遣事業の就業開拓を推進し、持続可能な財政基盤の確保 

イ 事務事業の見直し等による経費の節減 

ウ 法令等の遵守や個人情報の管理を徹底 

エ 職員の資質の向上を図る研修会等への積極的参加 

オ デジタル化による業務の効率化の推進 

        

７ 健康増進センターの利用促進 

平成 18年 4月 1日から健康増進センターの指定管理者となり、２０年間

センターの管理運営を行ってきましたが、令和７年度をもって廃止するこ

とになりました。廃止となりますが、これまで同様、高齢者等の健康増進や

教養の向上を図る各種教室等を開催し、利用者に愛される施設運営に努め

てまいります。 

（1） 教養講座等の提供 

フレイル予防教室や健康体操教室などの健康的事業、網戸張替講習会や

包丁研ぎ講習会などの生活的事業及び折紙教室、切り絵教室等の趣味的を

開催 

（2） 施設の利用促進 

回数券の発行と団体割引の実施、６０歳以上６５歳未満の利用料金の割

引を実施 

（3） 健康相談 

講座等において血圧測定や健康相談等を組込み、高齢者の健康を推進 



Ⅲ 事業実施計画表 

年 月 事   業 摘      要 

令和７年 

 

４月 

 

理事会 

総務部会、広報部会 

指定管理者制度対策委員会 

入会説明会 

新会員の承認等 

令和７年度年間計画等 

令和６年度事業報告及び収支決算 

第３木曜日 

５月 

会計監査 

理事会 

入会説明会 

女性会員のつどい 

令和６年度分会計監査 

令和６年度収支決算報告等 

第３木曜日 

女性会員の親睦 

６月 

定時総会 

理事会 

事業部会 

広報部会 

入会説明会 

技能講習会 

定期総会の開催 

新会員の承認等 

発注者満足度調査等 

シルバーきたもと第６０号編集等 

第３木曜日 

植木剪定技術の向上及び安全就業 

７月 

≪安全・適正就業強化月間≫ 

理事会 

総務部会 

広報部会 

地域班懇談会 

入会説明会 

女性向け入会説明会 

シルバーきたもと第６０号発行 

 

新会員の承認等 

役員視察研修等について 

普及啓発月間におけるＰＲ活動の検討 

８地域で開催（安全研修・意見交換等） 

第３木曜日 

会員の体験談・入会案内 

会員等へ配布 

 

８月 

 

 

理事会 

入会説明会 

発注者満足度調査 

新会員の承認等 

第３木曜日 

８月～１０月実施 

 

９月 

 

≪会員拡大強化月間≫ 

理事会 

入会説明会 

交通安全講習会 

 

新会員の承認等 

第３木曜日 

自動車・自転車の安全な乗り方 



 

１０月 

 

≪普及啓発促進月間≫ 

理事会 

総務部会、事業部会、広報部会 

指定管理者制度対策委員会 

上半期会計監査 

安全管理委員会 

入会説明会 

普及啓発パネル展示 

 

新会員の承認等 

下半期事業計画等 

上半期の事業報告・予算執行状況等 

会計監査 

就業先現場巡回等について 

第３木曜日 

文化センター・健康増進センターでの展示 

１１月 

理事会 

事業部会 

広報部会 

入会説明会 

家事援助講習会 

役員等視察研修 

ボランティア清掃活動 

安全管理委員による現場巡回 

新会員の承認等 

配分金単価等の検討 

シルバーきたもと第６１号編集等 

第３木曜日 

家事支援の技術修得 

先進地の視察研修 

西中央通線歩道 

就業先巡回 

１２月 

理事会 

入会説明会 

シルバーきたもと第６１号発行 

新会員の承認等 

第３木曜日 

会員等へ配布 

令和８年 

 

１月 

理事会 

入会説明会 

安全標語の募集 

女性会員のつどい 

新会員の承認等 

第３木曜日 

会員対象 

女性会員の親睦 

２月 

理事会 

総務部会、事業部会、広報部会 

指定管理者制度対策委員会 

就業促進委員会 

入会説明会 

女性向け入会説明会 

会員状況調査 

植木剪定講習 

新会員の承認等 

新年度事業の検討等 

新年度収支補正予算の検討等 

長期就業について検討 

第３木曜日 

会員の体験談・入会案内 

正会員対象 

剪定技術の習得 



３月 

理事会 

総務部会 

安全管理委員会 

入会説明会 

接遇研修 

新年度事業計画書・収支予算書、新会員承認等 

新年度事業計画書・収支予算書等 

安全標語の選考、新年度事業計画等 

第３木曜日 

コミュニケーション力アップ等 

随 時 

・地域班長会議 

・「りんどうの会」会議及び活動 

・安全管理委員長等による会員就業先特別巡回 

・事務局だよりの発行 

 

 



別紙

科目 予算額 前年度予算額 増減

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

（1）経常収益

受託事業収益 200,500,000 202,110,000 △1,610,000

受取配分金 175,000,000 176,000,000 △1,000,000

受取材料費等 8,000,000 8,510,000 △510,000

受取事務費 17,500,000 17,600,000 △100,000

指定管理事業収益 35,622,000 36,427,000 △805,000

施設受託収益 35,622,000 36,427,000 △805,000

ラウンジ事業収益 7,628,000 0 7,628,000

ラウンジ事業受託収益 7,628,000 0 7,628,000

労働者派遣事業受託収益 5,500,000 3,000,000 2,500,000

労働者派遣事業受託収益 5,500,000 3,000,000 2,500,000

　 職業紹介事業受託収益 5,000 5,000 0

職業紹介事業受託収益 5,000 5,000 0

受取会費 1,752,000 1,652,000 100,000

正会員受取会費 1,500,000 1,400,000 100,000

特別会員受取会費 2,000 2,000 0

賛助会員受取会費 250,000 250,000 0

受取補助金等 32,226,000 32,828,000 △602,000

受取連合交付金 16,113,000 16,016,000 97,000

受取市補助金 16,113,000 16,812,000 △699,000

受取寄付金 1,000 1,000 0

受取寄付金 1,000 1,000 0

特定資産運用益 3,000 3,000 0

特定資産受取利息 3,000 3,000 0

雑収益 153,000 102,000 51,000

受取利息 3,000 2,000 1,000

雑収益 150,000 100,000 50,000

経常収益計 283,390,000 276,128,000 7,262,000

（2）経常費用

事業費 276,430,000 269,305,000 7,125,000

支払配分金 175,000,000 176,000,000 △1,000,000

支払材料費等 6,010,000 7,640,000 △1,630,000

役員報酬 425,000 420,000 5,000

給料手当 22,040,000 20,572,000 1,468,000

臨時雇賃金 7,605,000 6,655,000 950,000

法定福利費 3,690,000 3,240,000 450,000

退職給付費用 1,160,000 1,080,000 80,000

福利厚生費 59,000 68,000 △9,000

旅費交通費 51,000 151,000 △100,000

通信運搬費 1,442,000 1,280,000 162,000

減価償却費 990,000 1,049,000 △59,000

会議費 25,000 25,000 0

什器備品費 200,000 298,000 △98,000

消耗品費 2,373,000 2,805,000 △432,000

修繕費 350,000 1,300,000 △950,000

印刷製本費 366,000 361,000 5,000

光熱水料費 4,790,000 4,120,000 670,000

賃借料 8,553,000 7,725,000 828,000

令和7年度　収支予算書
令和7年4月1日から令和8年3月31日まで

（単位：円）



2025/5/20

科目 予算額 前年度予算額 増減

保険料 2,185,000 2,170,000 15,000

諸謝金 3,005,000 3,028,000 △23,000

租税公課 4,001,000 4,003,000 △2,000

負担金 20,327,000 19,855,000 472,000

委託費 10,665,000 4,520,000 6,145,000

支払手数料 1,070,000 890,000 180,000

雑費 48,000 50,000 △2,000

管理費 6,960,000 6,823,000 137,000

役員報酬 730,000 730,000 0

給料手当 2,460,000 2,328,000 132,000

臨時雇賃金 450,000 410,000 40,000

法定福利費 410,000 360,000 50,000

退職給付費用 140,000 120,000 20,000

福利厚生費 6,000 6,000 0

会議費 180,000 150,000 30,000

旅費交通費 30,000 30,000 0

通信運搬費 26,000 25,000 1,000

減価償却費 300,000 376,000 △76,000

什器備品費 27,000 27,000 0

消耗品費 30,000 30,000 0

修繕費 20,000 20,000 0

印刷製本費 150,000 150,000 0

光熱水料費 80,000 60,000 20,000

賃借料 750,000 880,000 △130,000

保険料 61,000 61,000 0

諸謝金 40,000 40,000 0

租税公課 20,000 20,000 0

支払負担金 240,000 240,000 0

委託費 650,000 600,000 50,000

支払手数料 130,000 130,000 0

雑費 30,000 30,000 0

経常費用計 283,390,000 276,128,000 7,262,000

評価損益等調整前当期経常増減額 0 0 0

基本財産評価損益等

特定資産評価損益等

投資有価証券評価損益等

評価損益等計 0 0 0

当期経常増減額 0 0 0

２．経常外増減の部

（1）経常外収益

固定資産売却益

・・・・・・

経常外収益計 0 0 0

（2）経常外費用

固定資産売却（除却）損

・・・・・・

経常外費用計 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0

当期一般正味財産増減額 0 0

一般正味財産期首残高 36,594,436 38,292,972 △1,698,536

一般正味財産期末残高 36,594,436 38,292,972 △1,698,536

Ⅱ　指定正味財産増減の部

受取補助金等

・・・・・・
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科目 予算額 前年度予算額 増減

一般正味財産への振替額

・・・・・・

当期指定正味財産増減額 0 0 0

指定正味財産期首残高

指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ　正味財産期末残高 36,594,436 38,292,972 △1,698,536

収支予算書に係る注記

１．投資活動及び財務活動に関する見込み （単位:円）

予算額 前年度予算額 増減

【投資活動収支の部】

〈投資活動収入〉

敷金・保証金等戻り収入 0 0 0

預託金戻り収入 0 0 0

特定資産取崩収入 0 0 0

減価償却引当資産取崩収入 0 0 0

財政運営資金資産取崩収入 0 0 0

シルバー事業積立資産取崩収入 0 0 0

投資活動収入計 0 0 0

〈投資活動支出〉

固定資産取得支出 0 0 0

車輛運搬具購入支出 0 0 0

什器備品購入支出 0 0 0

敷金･保証金等支出 0 0 0

預託金支出 0 0 0

特定資産取得支出 0 0 0

減価償却引当資産取得支出 0 0 0

財政運営資金資産取得支出 0 0 0

投資活動支出計 0 0 0

【財務活動収支の部】

〈財務活動収入〉

借入金収入 0 0 0

財務活動収入計 0 0 0

〈財務活動支出〉

借入金返済支出 0 0 0

財務活動支出計 0 0 0

２．債務負担額
令和8年度　　　　　　　 　 　4,024,666円

令和9年度　　　　　　　 　 　2,779,920円

令和10年度　　　　　　　 　  2,638,350円

３.配分金収入の増加に連動する支出（配分金支出、材料費支出）に限り、予算額を超えて執行す
ることができる。



（1）資金調達の見込みについて

なし

事業 借入先 金額 使途

（2）設備投資の見込みについて

なし

事業 設備投資の内容 支出又は収入の見込み
資金調達方法又は
取得資金の使途

設備投資の見込み

借入の見込み

資金調達及び設備投資の見込みについて
令和7年4月1日から令和8年3月31日まで


